
物
語
史
上
、
改
作
と
い
う
行
為
は
綿
之
と
繰
り
返
さ
れ
て
来
た
。
一
つ
の

１

作
品
の
全
面
的
な
作
り
変
え
は
も
と
よ
り
、
同
一
作
品
内
の
異
本
一
本
一
本

の
派
生
に
至
る
ま
で
、
改
作
と
は
物
語
を
支
え
る
作
者
・
読
者
の
熱
意
か
ら

な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
文
化
を
反
映
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
室
町
時
代
物
語
（
以
下
「
室
町
物
語
」
と
す
る
）
「
さ

②

ご
ろ
も
」
其
王
朝
の
「
狭
衣
物
語
」
を
も
と
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
在
私
た
ち
が
手
に
取
る
こ
と
の
で
き
る
約
三
十
本
、
八
種
の
内
容
に
大
別

さ
れ
る
そ
の
伝
本
群
は
、
形
態
の
面
か
ら
は
奈
良
絵
本
・
絵
巻
、
又
は
絵
な

し
の
単
な
る
写
本
、
あ
る
い
は
版
本
と
い
う
形
を
と
り
、
本
文
も
類
型
的
な

室
町
物
語
の
筋
と
詞
章
と
か
ら
成
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
八
種
の
本
文
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
異
っ
た
完
成
を
遂
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、

ひ
と
り
「
さ
ご
ろ
も
」
に
限
ら
ず
、
少
し
ず
つ
の
違
い
は
あ
れ
、
前
代
の
物

③

語
を
も
と
に
室
町
物
語
と
さ
れ
た
作
品
群
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
「
さ
ご
ろ
も
」
は
原
作
と
の
比
較
の
可
能
な
唯
一
の
作

と は
じ
め
に

「
狭
衣
物
語
」
か
ら
室
町
時
代
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
へ

ｌ
そ
の
改
作
方
法
に
つ
い
て
Ｉ

ｆ
』

品
と
も
い
え
る
。
こ
こ
で
の
、
原
作
か
ら
室
町
物
語
、
さ
ら
に
各
テ
キ
ス
ト

ヘ
と
い
う
展
開
は
、
そ
れ
を
順
を
追
っ
て
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
室
町
か
ら

江
戸
初
期
に
か
け
て
の
一
つ
の
作
品
の
変
貌
の
様
相
を
体
系
的
に
把
握
す
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
改
作

方
法
を
明
ら
か
に
し
て
行
く
こ
と
は
、
同
時
に
、
室
町
物
語
の
文
学
と
し
て

の
特
質
や
、
そ
れ
を
支
え
て
来
た
地
盤
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
見
通
し
の
上
に
立
っ
て
、
今
回
は
、
原
作
で
あ
る
「
狭
衣
物

語
」
と
、
室
町
物
語
の
祖
本
に
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
と
の
比

較
を
基
礎
に
し
て
、
「
狭
衣
物
語
」
か
ら
室
町
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
へ
の
改

作
の
方
法
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

注川
「
今
と
り
か
へ
ぱ
や
」
一
海
人
の
刈
藻
」
「
中
村
本
寝
覚
物
語
」
「
し
の
び
ね

物
語
」
な
ど
。

②
題
名
は
伝
本
に
よ
っ
て
、
「
さ
ご
ろ
も
」
「
さ
ご
ろ
も
の
さ
う
し
」
「
狭
衣
中

将
物
語
」
「
飛
鳥
井
大
し
や
う
さ
う
し
」
な
ど
様
食
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
最
も

真
島
美
弥
子

ニユ

○
〃

ノ
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一
■

ま
ず
、
現
存
諸
本
の
う
ち
か
ら
、
室
町
物
語
の
祖
本
に
最
も
近
い
と
考
え

ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
を
選
定
し
た
い
。
「
さ
ご
ろ
も
」
の
諸
伝
本
は
、
既
に
清

①
②
③
４
⑤

水
泰
・
市
古
貞
次
・
横
山
重
・
松
本
隆
信
・
橘
（
佐
藤
）
り
っ
の
諸
氏
に
よ

っ
て
詳
し
い
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
私
は
こ
れ
ら
先
学
諸
氏
、
と
り
わ
け

網
羅
的
な
調
査
と
分
類
に
お
い
て
は
松
本
隆
信
氏
の
報
告
を
指
針
と
し
な
が

⑥

ら
、
約
三
十
の
伝
本
を
確
認
し
た
。
そ
れ
ら
は
筋
の
上
か
ら
Ａ
Ｂ
二
系
統
、
７

八
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
そ
の
所
属
と
形
態
を
紹
介
し
よ
う
。

Ａ
系
統

⑧

第
一
類
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
写
本
一
冊

⑨

第
二
類
㈹
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
二
冊

②
国
会
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
上
下
合
一
冊

伽
吉
田
幸
一
氏
蔵
絵
巻
一
巻

Ｂ
系
統

⑩

第
三
類
帥
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
写
本
一
帖

㈲
内
閣
文
庫
蔵
写
本
一
冊

⑳
吉
田
幸
一
氏
蔵
写
本
二
冊

「
狭
衣
物
語
」
か
ら
室
町
時
代
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
へ

多
い
例
に
従
い
「
さ
ご
ろ
も
」
と
す
る
。

③
．
本
菊
」
「
扇
流
し
」
「
あ
ま
物
語
」
「
岩
屋
草
子
」
「
し
ぐ
れ
」
「
ふ
せ

や
」
「
あ
め
若
物
語
」
「
若
草
物
語
」
な
ど
（
市
古
貞
次
氏
『
中
世
小
説
の
研
究
』

（
昭
和
三
十
年
）
七
十
七
’
八
頁
）
。
中
野
荘
次
氏
「
風
葉
和
歌
集
考
」
（
『
国
語

“
国
文
』
第
三
巻
二
◆
三
号
、
昭
和
八
年
二
・
三
月
）
に
詳
し
い
。

dP

㈲
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
写
本

㈹
村
口
四
郎
氏
旧
蔵
奈
良
絵
本

㈲
吉
田
幸
一
氏
蔵
奈
良
絵
本

⑪

第
四
類
㈹
①
寛
永
頃
無
刊
記
丹
緑
本

②
明
暦
三
年
刊
絵
入
本

③
寛
文
五
年
刊
絵
入
本

④
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
蔵
奈
良
絵
本

⑤
名
古
屋
大
学
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本

⑥
大
谷
女
子
大
学
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本

⑦
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本

③
京
都
大
学
図
書
館
蔵
写
本

㈲
岩
瀬
文
庫
蔵
奈
良
絵
本

的
高
安
六
郎
博
士
蔵
奈
良
絵
本

目
光
慶
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本

第
五
類
④
穂
久
邇
文
庫
蔵
写
本

㈲
吉
田
幸
一
氏
蔵
写
本

第
六
類
帥
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
写
本

③
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本

第
七
類
吉
田
幸
一
氏
蔵
写
本

⑫

第
八
類
㈱
国
会
図
書
館
蔵
写
本

②
①
吉
田
幸
一
氏
蔵
奈
良
絵
本

②
赤
木
文
庫
蔵
奈
良
絵
本

⑬㈱
武
田
祐
吉
氏
旧
蔵
奈
良
絵
本

｜
’

参

脚
寸

上

下
合
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Q

結
論
か
ら
先
に
述
・
へ
る
と
、
こ
こ
で
は
、
一
、
内
容
が
原
作
で
あ
る
「
狭

衣
物
語
」
（
以
下
「
原
作
」
と
す
る
）
に
近
く
、
書
写
年
代
も
比
較
的
古
い
。

二
、
し
か
も
、
室
町
物
語
諸
本
へ
の
展
開
を
合
理
的
に
説
明
で
き
る
。
と
い

う
二
つ
の
理
由
か
ら
、
第
一
類
の
テ
キ
ス
ト
を
室
町
物
語
の
祖
本
に
近
い
も

の
と
想
定
し
た
。

Ａ
系
統
と
Ｂ
系
統
と
は
、
前
者
が
女
主
人
公
の
遺
児
を
女
児
と
す
る
の
に

対
し
て
後
者
は
男
児
と
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
筋
の
上
で
前
者
に
対
し
て
後

者
は
数
箇
所
の
欠
落
を
見
る
と
い
う
特
徴
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
Ｂ
系
統
の
特
徴
は
、
Ａ
系
統
か
ら
の
諸
本
展
開
の
過
程
に
お
け
る
変
化
と

し
て
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
心
次
に
あ
げ
る
表
は
、
Ａ
系
統
第
一
類

を
筋
の
上
か
ら
五
十
三
に
細
分
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
箇
所
の
、
各
類
に
お

け
る
有
無
を
○
と
×
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
Ｂ
系
統
各
類
に
見
ら

れ
る
独
自
の
増
加
モ
チ
ー
フ
ａ
ｂ
。
：
．
；
の
場
合
は
、
そ
れ
を
持
つ
類
に
だ
け

○
を
付
け
た
。
ま
た
、
筋
の
順
序
が
第
一
類
と
異
な
る
場
合
に
は
○
の
中
の

数
字
で
示
し
た
。

Ａ
系
統
Ｂ
系
統

｜
①
主
人
公
の
紹
介

｜
ａ
五
月
五
日
、
女
と
の
贈
答

②
天
人
降
下

ｂ
女
主
人
公
の
紹
介

1h

圭一

一
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’

○
’
○
’
○
’
○
’
○
｜

第一類蝶
第二類j統

第三類

第四類

筋五類

Ｉ
類
類
類

六
七
八

第
第
第

○
’
○
｜
×

○
’
○
｜
×

○
｜
’

で｜

『唯雲一.垂』唾錘

匹!

一
一
一
一

ゾ

｜
’

Q

ａ
随
身
の
励
ま
し

③

③

③

四
大
将
の
悲
嘆

⑭
舟
中
の
姫
君
の
悲
嘆

⑬
姫
君
、
女
房
に
文
を
托
す

⑫
父
母
と
の
別
れ

ｂ
兵
部
大
夫
の
暇
乞
い

ａ
前
妻
を
追
い
出
す
鈴

○

r，
、ノ

○
’
○
｜吾
3○

3○

○
’
○

｢ソ1
Kビノ

×

○
｜
〔
）

○
’
○
’
○
｜
②

②
｜
②

②

○

①

戸、

Lノ

③ ○

○

○

○

戸、

しノ

○

○

○

○
’
○
’
○

、
ノヱ
ｆ
、

①

○

③

(同）

① ③ ○

○ ○ ○ r~、
、_ノ ○

○

○
’
○
’
○

○
’
○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○

○
’
○

○ ○ ○ ○

○ r，
ｰノ

○ ○
’
○

○
’
○

○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○

斗狂
う

r、
茎ノ ○

戸､

Lノ

○
’
○
’
’
○
’
○

r~、
、ジ

○

○ ○

〕
白
病
、

三
口
）

昔〔

×

×

×
｜
×

×

×

×

×
｜
×

、
㎡

×

×
｜
×
｜
×



’
○
．
’
○
｜
③
’
○
｜
④
｜
④
｜
④
｜
×

⑯
随
身
を
連
れ
寺
社
参
り

一
一
⑤
｜
⑥

ａ
京
と
大
和
を
尋
ね
る

⑰
兵
部
大
夫
、
扇
を
姫
君
に
見
せ
る
○
○
①
’
○
①
｜
①
①
○

’
’
○
｜
⑤
一
一

ａ
中
将
の
詠
歌

一
一
○
｜
⑦

ｂ
姫
君
の
詠
歌

一
一
○
⑧

Ｃ
姫
君
、
大
夫
の
申
入
れ
を
断
る

⑬
姫
君
の
入
水
○
○
○
○
○
○
○
○

⑲
兄
僧
と
の
出
会
い
○
○
○
○
’
○
○
’
○
’
○

⑳
太
夫
の
嘆
き
○
○
｜
×
×
×
○
×
×

③
兄
僧
、
父
母
に
対
面
○
○
’
○
’
○
○
○
’
○
○

｜
’
’
○
｜

ａ
女
房
の
報
告

、
姫
君
常
磐
へ
移
る
○
’
○
×
’
○
○
○
’
○
○

ａ
乳
母
と
の
会
話
○
一
○
｜

蝉
《
一
○

ｂ
姫
君
法
華
経
を
読
む

一
一
一
○

ｃ
姫
君
清
水
の
観
音
を
恨
む

⑳
兄
僧
大
臣
家
の
前
で
事
情
を
聞
く
○
○
×
○
○
○
②
’
○

⑳
兄
僧
の
励
ま
し
と
旅
立
○
○
○
○
’
○
○
③
’
○

ａ
大
将
と
兄
僧
の
全
国
遍
歴
．
○

⑳
姫
君
の
出
産
○
’
○
○
’
○
｜
×
②
①
’
○

「
狭
衣
物
語
」
か
ら
室
町
時
代
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
へ

秒
一
宮

で

、
）
’
（
〕
’
（
〕
一
一
、

○

／

⑳
班
婿
再
び
大
臣
家
の
前
で
事
情
を
○
’
○
×
×
×
×
×
｜
×

⑳
兄
僧
、
書
写
山
へ
行
く
○
○
×
×
○
①
○
×

ａ
大
将
の
賀
茂
詣
で
○

｜
、
○

ｂ
大
将
、
姫
君
の
居
間
で
詠
歌

⑬
大
将
都
へ
帰
る
○
○
×
×
×
○
○
×

⑳
兵
部
太
夫
の
報
告
○
○
｜
×
｜
｜
×
×
’
○
○
×

一
一
○

ａ
中
将
虫
明
へ
行
く

⑳
大
将
の
出
家
の
決
意
と
家
出
○
’
○
×
×
×
’
○
×
×

⑪
大
臣
夫
妻
の
出
家
○
’
○
×
｜
×
×
｜
×
×
×

⑫
兄
僧
、
姫
君
を
励
ま
す
○
｜
×
一
×
｜
×
｜
×
×
×
×

⑳
況
蠣
聞
欲
臣
夫
妻
出
家
の
い
き
さ
○
’
○
一
×
ゞ
｜
×
｜
×
｜
×
｜
×
｜
×

⑭
出
家
し
た
大
臣
夫
妻
の
あ
り
さ
ま
○
○
｜
×
｜
×
｜
×
｜
×
×
｜
×

⑳
兄
僧
の
結
果
報
告
と
姫
君
の
悲
嘆
○
○
’
○
一
○
’
○
’
○
×
’
○

⑳
兄
僧
大
仏
へ
出
発
○
○
○
ゞ
○
’
○
’
○
ゞ
○
’
○

函
大
将
と
兄
僧
の
出
会
い
○
○
・
・
回
ｏ
・
’
。

⑬
眠
の
呼
び
出
し
と
大
将
の
兄
僧
捜
○
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
○

⑳
尼
か
ら
事
情
を
聞
く
○
○
○
’
○
’
○
’
○
○
○

ａ
中
将
の
嘆
き
○

⑳
常
磐
の
庵
室
発
見
○
’
○
○
○
○
○
○
○

○
’
○
’
○
’
○

ザ

×

二

×
｜
×
｜
×

1

1

1



’
○
○
’
○
一
○
一
○
’
○
○
’
○

■

七

毛

ｑ

ｑ

⑪
兄
僧
と
の
会
話

、
遺
児
と
の
対
面
○
○
’
○
○
’
○
○
○
○

⑬
形
見
の
恋
尽
し
○
○
’
○
一
○
○
○
○
○

⑭
姫
君
の
死
骸
を
掘
り
お
こ
す
○
○
○
○
○
’
○
○
○

｜
。
｜
難
，

ａ
中
将
自
害
し
か
け
る

、
，
一
一
■
ｈ
‐
１
１

⑮
姫
君
の
蘇
生
○
○
○
○
○
’
○
○
’
○

⑯
大
臣
夫
妻
へ
報
告
○
○
○
○
》
○
○
○
○

⑰
大
臣
夫
妻
と
の
対
面
○
○
ゞ
○
○
’
○
○
×
○

｜
鑿
鄭
謹
〃
’
○

ａ
柑
子
の
教
訓

⑬
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⑨
帝
の
行
幸

§

こ
の
表
か
ら
は
、
Ａ
系
統
か
ら
⑳
’
＠
、
⑬
、
を
削
り
、
あ
る
い
は
⑪
ｂ

を
加
え
て
成
っ
た
の
が
Ｂ
系
統
で
あ
る
と
い
う
筋
の
上
か
ら
の
変
化
が
見
て

と
れ
る
と
思
う
。
原
作
通
り
の
女
児
か
ら
男
児
へ
と
い
う
改
変
も
、
そ
の
際

に
行
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
Ｂ
系
統
の
本
は
そ
の
後

企

凸
一

二
四

複
雑
な
交
錯
を
経
て
、
第
三
’
八
類
の
形
に
広
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

筋
の
上
か
ら
殆
ど
同
じ
形
を
と
る
Ａ
系
統
の
一
類
と
二
類
と
は
、
詞
章
の
上

か
ら
前
者
か
ら
後
者
が
派
生
し
た
こ
と
を
説
明
で
き
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で

は
第
一
類
で
あ
る
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
室
町
末
期
写
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、

以
下
の
論
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

注
仙
「
狭
衣
の
草
子
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
国
文
』
第
三
巻
四
号
・
昭
和
八
年
四
月
）

②
古
典
文
庫
『
未
刊
中
世
小
説
二
』
（
昭
和
二
十
三
年
）

⑧
古
典
文
庫
『
室
町
時
代
物
語
七
』
（
昭
和
四
十
一
年
）

側
「
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」
（
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
一
輯
、
昭
和

三
十
七
年
三
月
）
・
『
室
町
時
代
物
語
大
成
第
六
』
（
昭
和
五
十
三
年
）

⑤
「
狭
衣
の
草
子
に
つ
い
て
」
（
『
王
朝
文
学
』
創
刊
号
・
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
）

。
「
「
狭
衣
の
草
子
」
の
異
本
の
種
類
と
そ
の
伝
本
」
（
『
文
学
論
藻
』
二
十
一
号
、

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
）

⑥
な
お
、
『
ス
・
ヘ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
日
本
絵
入
本
及
絵
本
目
録
』
（
昭
和

四
十
三
年
）
に
も
三
巻
の
奈
良
絵
本
の
こ
と
が
見
え
る
が
、
未
見
。

、
各
類
の
㈹
㈲
い
ゞ
．
．
：
・
は
松
本
氏
「
現
存
本
簡
明
目
録
」
に
倣
い
、
「
字
句
の
上

に
小
異
の
あ
る
も
の
」
（
同
目
録
例
言
）
の
識
別
で
あ
る
。

⑧
『
影
印
室
町
物
語
集
成
第
三
輯
』
（
昭
和
四
十
五
年
）
『
大
成
第
六
』
所
収
。

側
古
典
文
庫
『
室
町
時
代
物
語
七
』
所
収
。

⑩
古
典
文
庫
『
室
町
時
代
物
語
七
』
『
影
印
室
町
物
語
集
成
第
四
輯
』
（
昭
和
四

十
六
年
）
『
大
成
第
六
』
所
収
。

⑪
古
典
文
庫
『
室
町
時
代
物
語
七
』
『
大
成
第
六
』
所
収
。

⑫
古
典
文
庫
『
未
刊
中
世
小
説
二
』
所
収
。

⑬
古
典
之
庫
『
室
町
時
代
物
語
七
』
所
収
。
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一
一

①

次
に
、
室
町
物
語
の
紹
介
も
兼
ね
て
、
原
作
で
あ
る
狭
衣
物
語
と
の
筋
の

上
で
の
関
係
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
次
の
表
で
は
両
者
を
比
較
し
、
室
町

目狭
衣
と
飛
鳥

君
の
出
会
い

白
・
女
君
の
乗
船
ま
で

㈲狭
衣
の
周
辺
と
天

人
降
下

井
女「

狭
衣
物
語
」
か
ら
室
町
時
代
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
へ

子

秋
、
生
活
に
窮
し
た
乳
母
は
、
懐
妊
し
て
い
る
女
君
を
本
人
に
は
知
ら
せ
ず

に
、
式
部
大
夫
道
成
に
与
え
ん
と
す
る
。
出
発
前
夜
、
何
も
知
ら
頗
狭
衣
と

女
君
は
逢
瀬
の
後
に
別
れ
る
。
帰
宅
後
、
狭
衣
は
凶
夢
を
見
る
が
、
物
忌
の

為
に
出
ら
れ
ず
歌
を
贈
る
。
翌
朝
、
女
君
は
土
忌
と
欺
か
れ
て
連
れ
出
さ
れ

字
（
〕
。

狭
衣
の
源
氏
宮
へ
の
思
い
は
堅
い
。
一
方
、
父
大
殿
は
女
二
宮
を
勧
め
る
。

あ
る
夏
の
夕
暮
、
二
条
大
宮
あ
た
り
で
狭
衣
は
仁
和
寺
の
威
儀
師
に
拘
引
さ

れ
た
女
君
を
救
い
、
家
に
送
る
。
女
君
は
故
帥
中
納
言
の
女
で
乳
母
と
暮
ら

す
。
狭
衣
は
こ
の
女
君
と
行
末
を
契
る
が
、
源
氏
宮
へ
の
思
い
は
消
え
ず
。

堀
川
大
殿
の
妻
の
一
人
で
あ
る
洞
院
上
は
、
今
姫
君
を
養
女
に
す
る
。

「
狭
衣
物
語
」

〈
巻
一
〉
（
物
語
第
一
年
）
堀
川
大
殿
の
子
狭
衣
中
将
は
妹
背
と
し
て
育
っ

た
源
氏
宮
を
恋
慕
し
て
い
る
。
五
月
五
日
の
夜
、
狭
衣
は
御
前
の
広
朋
で
笛

を
吹
き
、
天
稚
御
子
が
天
下
る
。
帝
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
女
二
宮
を
賜
う
事

を
約
す
。

で

物
語
が
原
作
に
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
る
項
目
に
は
㈲
’
㈹
の
番
号
と

見
出
し
を
付
け
た
。
ど
ち
ら
か
に
し
か
見
ら
れ
な
い
事
項
の
場
合
は
見
出
し

は
付
け
ず
、
そ
れ
を
持
た
な
い
側
は
空
欄
と
し
た
。
な
お
、
便
宜
上
室
町
物

語
は
全
体
を
１
１
Ｖ
の
段
に
分
け
た
。

｜
④
二
条
万
里
小
路
の
帥
中
納
言
の
女
、
飛
鳥
井
姫
君
は
、
清
水
に
参
り
太
秦

ゞ
に
籠
る
。
姫
に
心
を
移
し
た
清
水
の
三
位
の
阿
閨
梨
は
姫
を
誘
拐
す
る
。
⑤

頃
は
二
月
望
月
の
た
そ
が
れ
、
三
条
辺
で
こ
の
車
に
出
会
っ
た
大
将
は
僧
を

追
い
払
う
。
⑥
大
将
は
姫
を
家
ま
で
送
る
。
姫
は
大
将
の
名
を
聞
き
そ
び
れ

る
。
⑦
二
人
は
契
り
を
こ
め
る
が
、
妻
の
あ
る
大
将
は
姫
を
迎
え
ら
れ
ず
。

四
月
頃
姫
は
懐
妊
し
、
程
な
く
十
一
月
に
な
る
。

室
町
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」

〈
Ｉ
〉
①
北
野
の
天
神
の
御
時
、
関
白
内
大
臣
の
子
に
狭
衣
の
中
将
あ
り
②

秋
の
最
中
、
南
殿
で
笛
を
吹
き
、
天
人
が
天
下
る
。
③
十
八
で
大
将
に
な
り
、

よ
し
た
か
の
大
将
の
娘
を
要
っ
て
か
し
ず
く
。

〈
Ⅱ
〉
⑧
大
将
の
乳
母
子
の
兵
部
大
夫
は
、
飛
鳥
井
の
姫
を
大
弐
で
下
る
九

州
へ
伴
わ
ん
と
し
て
、
父
帥
中
納
言
に
申
し
込
む
。
⑨
両
親
は
こ
れ
を
渋
る

が
、
狭
衣
大
将
の
権
勢
を
恐
れ
て
承
諾
す
る
。
⑩
出
発
の
前
日
、
こ
れ
を
姫

に
申
し
渡
す
。
⑪
そ
の
夜
訪
問
し
た
大
将
に
、
姫
は
こ
の
こ
と
を
打
ち
明
け

ず
。
大
将
は
翌
日
の
夕
暮
に
姫
を
迎
え
取
る
こ
と
を
約
す
。
⑫
翌
朝
、
姫
は

母
に
別
れ
を
告
げ
、
⑬
大
将
へ
の
文
を
女
房
に
托
し
て
迎
え
の
車
に
乗
る
。

⑭
淀
の
津
に
着
い
た
姫
は
、
わ
が
身
を
王
昭
君
楊
貴
妃
に
な
ず
ら
え
て
悲
嘆

｛
ｑ
ダ
つ
（
》
。

無

二

五

▽



田京
で
の
女
君
と
兄

僧 四狭
衣
の
悲
嘆
と
女

君
の
投
身

㈲大
夫
の
報
告
と
狭

衣
の
慎
悩

酢

〈
巻
二
〉
（
物
語
第
二
年
）
早
春
・
狭
衣
は
帝
か
ら
降
嫁
を
急
が
れ
て
い
た

女
二
宮
に
、
物
の
紛
れ
に
近
づ
く
。
懐
妊
し
た
女
二
宮
は
病
気
を
装
い
退
出
、
｜

出
生
し
た
男
児
は
母
の
大
宮
の
子
と
さ
れ
る
。
大
宮
は
名
乗
ら
ぬ
狭
衣
を
恨

み
つ
つ
蕊
去
、
女
二
宮
も
出
家
す
る
。

、
（
物
語
第
三
年
）
正
月
、
帰
洛
し
た
道
成
か
ら
入
水
の
こ
と
を
聞
い
た
狭
衣
⑳
京
へ
帰
っ
た
大
将
は
、
父
母
に
留
ま
る
こ
と
を
誓
う
。
⑳
筑
紫
か
ら
上
つ

ば
、
改
め
て
女
君
を
思
う
。
た
大
夫
は
、
扇
を
持
参
し
て
大
将
に
姫
の
入
水
を
報
告
す
る
。
⑳
絶
望
し
た

大
将
は
、
出
家
を
決
意
し
て
再
び
家
を
出
る
。
⑳
こ
れ
を
悲
し
ん
だ
大
臣
夫

妻
は
出
家
を
遂
げ
る
。
⑫
兄
僧
は
姫
を
慰
め
、
⑳
大
臣
邸
の
辺
で
夫
妻
の
出

家
を
聞
き
、
⑭
聴
聞
に
参
っ
て
、
そ
の
様
を
見
る
。

嵯
峨
帝
の
譲
位
あ
り
。
新
帝
へ
の
入
内
を
準
備
し
て
い
た
源
氏
宮
は
、
一
条

院
の
崩
御
に
よ
り
、
斎
院
に
決
定
す
る
。
（
物
語
第
四
年
）
狭
衣
は
こ
れ
に

絶
望
す
る
。

兄
僧
は
女
君
を
伯
母
で
あ
る
常
磐
の
尼
の
許
へ
預
け
置
き
、
自
ら
は
修
業
の

旅
に
出
る
。

女
君
を
失
っ
た
狭
衣
は
悲
嘆
す
る
。
一
方
、
女
君
は
扇
の
こ
と
か
ら
道
成
の

素
姓
を
知
り
、
わ
が
身
を
は
か
な
む
。
虫
明
で
入
水
せ
ん
と
す
る
が
、
折
か

ら
女
君
を
尋
ね
て
来
た
兄
僧
に
引
き
留
め
ら
れ
る
。

由
』

⑮
文
で
失
蹉
を
知
っ
た
大
将
は
⑯
随
身
を
連
れ
て
諸
国
の
山
々
寺
灸
へ
参
る
。

⑰
一
方
、
姫
は
大
夫
か
ら
見
せ
ら
れ
た
扇
に
よ
っ
て
、
自
分
の
許
に
通
っ
た

男
君
が
狭
衣
で
あ
る
こ
と
と
、
大
夫
の
素
姓
を
知
り
、
入
水
を
思
う
。
⑬
姫

は
室
の
津
で
海
へ
飛
入
る
が
、
偶
然
下
に
い
た
兄
の
弁
の
阿
閨
梨
（
以
下
「
兄

僧
」
）
の
小
船
へ
落
ち
、
助
か
る
。
⑲
二
人
は
京
へ
上
る
。
⑳
大
夫
は
捜
索

も
空
し
く
筑
紫
へ
下
る
。

〈
Ⅲ
〉
⑪
京
へ
着
い
た
兄
僧
は
、
姫
を
置
い
て
一
人
で
父
母
の
所
へ
行
き
、

い
き
さ
つ
を
話
す
。
立
腹
し
た
父
中
納
言
は
、
姫
と
兄
僧
に
勘
当
を
申
し
渡

す
。
、
兄
僧
は
姫
を
、
兄
僧
の
乳
母
で
あ
る
常
磐
の
尼
の
許
へ
移
し
、
⑳
自

ら
は
大
臣
邸
へ
行
き
、
人
か
ら
大
将
の
失
蹉
や
大
臣
夫
妻
の
嘆
き
の
様
を
聞

く
。
、
こ
れ
を
姫
に
報
告
し
、
大
将
を
尋
ね
て
諸
国
行
脚
に
出
る
。
⑳
十
二

月
二
十
日
に
姫
は
女
児
（
以
下
「
小
姫
君
」
）
を
出
産
す
る
。
⑳
兄
僧
は
再

三
大
臣
邸
の
周
辺
へ
行
き
、
大
将
が
一
夜
だ
け
戻
っ
た
こ
と
を
聞
く
。
姫
を

励
ま
し
つ
つ
三
年
が
過
ぎ
る
。
⑳
ま
た
、
兄
僧
は
書
写
・
天
王
寺
・
住
吉
・

高
野
を
尋
ね
る
が
、
会
え
ず
。

一
一
』
堅
、

一
一
一
ノ
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㈹狭
衣
、
常
磐
へ
行

ノ
、 ㈲狭

衣
と
兄
僧
の
出

今
云
い

伽女
君
の
遺
児
と
の

対
面

㈹女
君
の
遺
品

「
狭
衣
物
語
」
か
ら
室
町
時
代
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
へ

勺

（
物
語
第
六
年
）
狭
衣
の
源
氏
宮
や
女
二
宮
へ
の
思
い
は
絶
え
ず
。
嵯
峨

院
女
一
宮
を
世
話
し
、
入
内
さ
せ
る
。

出
家
を
決
意
し
た
狭
衣
は
斎
院
を
訪
問
し
、
琴
を
弾
い
た
と
こ
ろ
、
神
殿
・

が
鳴
動
。
〈
巻
四
〉
結
局
、
出
家
は
賀
茂
大
明
神
の
神
託
に
よ
っ
て
留
め
ら

れ
る
。（
物
語
第
七
年
）
狭
衣
は
宰
相
中
将
妹
姫
と
結
婚
、
一
品
宮
と
は
遠
ざ
か
る
。

（
物
語
第
八
年
）
疫
病
流
行
が
あ
り
、
帝
が
譲
位
を
考
え
て
い
る
折
、
神

託
に
よ
っ
て
狭
衣
の
即
位
が
決
定
。
入
内
し
た
宰
相
中
将
妹
姫
は
宮
の
女
御

と
呼
ば
れ
、
懐
妊
す
る
。

（
物
語
第
九
年
）
女
二
宮
腹
の
若
君
と
飛
鳥
井
女
君
腹
の
姫
君
は
成
長
し
、

袴
着
と
裳
着
あ
り
。

常
磐
の
尼
君
の
死
去
に
よ
り
、
今
は
一
品
宮
と
呼
ば
れ
る
女
君
の
遺
児
は
女
一
⑬
大
将
は
小
姫
君
か
ら
姫
の
臨
終
の
あ
り
さ
ま
を
聞
き
、
大
将
へ
の
思
い
を

君
の
遺
品
を
得
る
。
狭
衣
帝
は
感
概
に
ひ
た
り
、
絵
巻
一
巻
を
経
に
仕
立
て
一
綴
っ
た
十
二
巻
の
恋
尽
し
を
見
る
。

て
供
養
す
る
。

女
君
の
遺
児
が
一
品
宮
に
い
る
こ
と
を
知
っ
た
狭
衣
は
、
宮
の
様
子
を
窺
っ

て
浮
名
を
流
さ
れ
る
。
父
大
殿
は
宮
の
降
嫁
を
乞
い
、
結
婚
に
至
る
。
狭
衣

は
一
品
室
に
は
冷
淡
で
、
遺
児
の
姫
君
を
可
愛
が
る
。
ま
た
、
女
君
の
法
要

を
営
む
。

〈
巻
三
〉
翌
朝
、
狭
衣
は
兄
僧
を
尋
ね
る
が
会
え
ず
、
女
君
の
危
篤
で
寺
を

去
っ
た
こ
と
を
知
る
。
（
物
語
第
五
年
）
春
、
狭
衣
は
今
姫
君
の
母
代
か
ら

女
君
の
こ
と
を
聞
く
。
常
磐
を
訪
問
し
た
狭
衣
は
兄
僧
と
尼
君
に
会
い
、
翌

日
が
四
十
九
日
で
あ
る
こ
と
や
、
遺
児
の
こ
と
を
知
る
。

世
を
疎
ま
し
く
思
う
狭
衣
は
密
か
に
粉
河
へ
参
篭
。
千
手
陀
羅
尼
を
読
む
僧

に
声
を
か
け
、
僧
が
女
君
の
兄
で
あ
る
こ
と
と
、
女
君
の
生
存
と
を
知
る
。

や

〈
Ⅳ
〉
⑮
常
磐
へ
帰
っ
た
兄
僧
は
大
臣
夫
妻
の
様
を
姫
に
報
告
し
、
⑯
大
仏

を
尋
ね
る
こ
と
を
思
い
立
っ
て
出
発
す
る
。
⑳
大
仏
殿
に
寵
っ
て
い
た
大
将

は
、
千
手
経
を
読
む
僧
に
話
し
か
け
、
そ
の
素
姓
と
親
の
不
孝
を
蒙
つ
た
い

き
さ
つ
と
を
聞
く
。

⑬
大
将
が
名
乗
ろ
う
と
し
た
瞬
間
、
兄
僧
は
尼
に
呼
び
出
さ
れ
て
席
を
外
す
。

大
将
は
兄
僧
を
捜
し
回
り
、
尼
か
ら
、
姫
の
臨
終
で
帰
っ
た
こ
と
を
聞
く
。

⑳
大
将
は
そ
の
ま
ま
尼
か
ら
聞
い
た
伏
見
、
常
磐
を
捜
し
回
り
、
た
ど
り
着

く
。
、
阿
闇
梨
に
声
を
か
け
ら
れ
て
庵
室
に
入
っ
た
大
将
は
、
そ
れ
ま
で
の

こ
と
を
語
り
合
っ
て
互
い
に
涙
に
む
せ
ぶ
。

⑫
大
将
は
小
姫
君
に
会
う
た
め
に
「
一
ゐ
ん
の
宮
」
へ
参
り
、
花
園
山
に
出

て
い
る
三
人
の
幼
児
の
中
に
わ
が
子
を
見
つ
け
て
語
り
合
う
。

や

二
七
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こ
の
表
の
上
か
ら
の
比
較
の
結
果
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
室
町
物
語
「
さ

ご
ろ
も
」
は
、
主
人
公
狭
衣
と
源
氏
宮
・
飛
鳥
井
女
君
・
女
二
宮
・
一
品
宮

・
宰
相
中
将
妹
姫
な
ど
多
く
の
女
性
達
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
て
い
る
原
作

の
中
か
ら
、
狭
衣
と
飛
鳥
井
女
君
と
の
恋
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
み
に
取
材
し

て
い
る
。
室
町
物
語
は
１
１
Ｖ
の
段
に
沿
っ
て
い
え
ば
、
Ｉ
二
人
が
出
会
い
、

Ⅱ
離
別
し
、
Ⅲ
苦
難
を
味
わ
い
、
Ⅳ
再
会
を
経
て
、
Ｖ
幸
福
な
結
末
に
至
る

②

と
い
う
室
町
物
語
に
多
く
見
ら
れ
る
筋
の
型
を
と
っ
て
お
り
、
原
作
と
は
か

な
り
異
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
１
１
Ⅳ
の
＠
ま
で
に
は
、
ｅ
’
㈹
の
各
項
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
原
作
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
見
ら
れ
、
そ
れ
以
降
の
Ⅳ
の

⑭
⑮
と
Ｖ
に
は
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

注
仙
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
狭
衣
物
語
』
を
用
い
た
。

②
こ
の
こ
と
は
、
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
ピ
ジ
ョ
ー
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
｜
‐
中
世

さ
て
、
飛
鳥
井
女
君
と
狭
衣
が
幸
福
な
結
末
を
迎
え
る
室
町
の
「
さ
ご
ろ

も
」
の
物
語
は
、
ど
の
よ
う
に
作
製
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
筋
に
沿
っ

て
見
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

〈
Ｉ
〉
こ
こ
で
は
、
二
人
の
紹
介
と
、
出
会
い
が
内
容
と
さ
れ
る
。
は
じ

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
像
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
①
で
素
姓
・
容
姿
・

能
力
な
ど
申
し
分
な
い
貴
公
子
と
さ
れ
る
男
君
は
、
③
に
見
ら
れ
る
妻
の
他

１

は
松
本
隆
信
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
女
性
関
係
は
な
く
、
原
作
で
の
恋
の

苦
悩
の
影
は
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
④
で
紹
介
さ
れ
る
女
君
も
原
作

物
語
の
一
典
型
に
つ
い
て
」
（
『
文
学
』
第
四
十
四
巻
九
号
・
昭
和
五
十
一
年
九

月
）
）
。

⑨
常
磐
へ
帰
っ
た
大
将
と
小
姫
君
は
姫
の
墓
前
で
泣
き
悲
し
み
、
墓
を
掘
り

起
す
。
⑮
小
姫
君
が
仏
に
祈
誓
を
か
け
る
と
、
観
音
の
慈
悲
に
よ
っ
て
姫
は

蘇
生
す
る
。

〈
Ｖ
〉
⑮
随
身
の
か
げ
ふ
さ
は
大
臣
夫
妻
に
大
将
の
行
方
を
報
告
す
る
。
、

迎
え
の
車
が
庵
室
前
に
集
い
、
周
囲
の
人
盈
は
驚
く
。
⑬
帥
中
納
言
夫
妻
は
、

狭
衣
大
将
の
噂
を
聞
い
て
、
姫
の
こ
と
を
案
じ
合
う
。
⑩
帥
中
納
言
が
大
臣

邸
へ
参
っ
た
と
こ
ろ
へ
帝
の
御
幸
あ
り
。
大
臣
は
中
納
言
も
聞
く
前
で
、
大

将
の
今
迄
の
い
き
さ
つ
を
奏
上
す
る
。
⑳
大
臣
は
闘
白
を
大
将
に
譲
り
、
後

世
を
ね
が
う
。
関
白
と
な
っ
た
大
将
夫
妻
の
子
孫
は
、
関
白
を
今
に
伝
え
る
。

小
姫
君
は
七
歳
で
后
宮
と
な
り
、
阿
閣
梨
は
天
台
山
の
僧
正
と
な
る
。
③
帥

中
納
言
は
北
の
方
に
自
ら
の
過
ち
を
告
げ
、
兄
僧
と
も
和
解
す
る
。
⑫
狭
衣

と
飛
鳥
井
は
若
君
と
姫
君
を
数
多
く
も
う
け
、
百
二
十
年
の
齢
を
保
ち
、
栄

え
る
。
、
こ
の
こ
と
は
め
で
た
い
例
と
さ
れ
て
い
る
。

三
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で
の
不
幸
な
境
遇
か
ら
一
転
し
て
、
両
親
で
あ
る
中
納
言
夫
妻
に
育
ま
れ
る

身
の
上
と
な
り
、
⑥
で
は
男
君
が
以
前
か
ら
憧
れ
て
い
た
有
名
な
美
女
だ
と

２

さ
れ
る
。
二
人
の
出
会
い
で
あ
る
⑤
⑥
は
原
作
に
近
い
が
、
構
想
の
上
か
ら

③
の
男
君
の
妻
が
設
定
さ
れ
た
り
、
⑦
の
よ
う
に
女
君
の
懐
妊
が
早
め
ら
れ

③

た
り
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

〈
Ⅱ
〉
女
君
が
九
州
下
り
の
船
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
、
入
水
を
決
意
す
る

こ
と
、
及
び
奇
跡
的
に
救
わ
れ
る
こ
と
な
ど
、
大
き
な
運
び
は
原
作
に
近
い

と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
詳
細
は
か
な
り
違
っ
て
来
る
。
例
え
ば
、
乗
船

ま
で
の
過
程
が
両
親
が
生
存
し
て
い
る
為
に
、
③
Ｉ
⑬
の
よ
う
に
両
親
の
相

談
と
女
君
へ
の
宣
告
と
い
う
形
に
改
め
ら
れ
た
り
、
女
君
を
失
っ
た
男
君
が
、

直
ち
に
寺
社
参
り
に
出
発
す
る
（
⑮
⑯
）
こ
と
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
Ⅲ
以

下
の
展
開
と
も
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

〈
Ⅲ
〉
Ⅲ
以
下
の
運
び
は
原
作
と
は
大
き
な
違
い
を
見
る
。
尼
の
許
へ
身

を
寄
せ
て
い
た
女
君
が
、
出
産
の
後
に
ひ
っ
そ
り
と
は
か
な
く
な
る
原
作
に

比
尋
へ
て
、
室
町
物
語
で
は
、
流
浪
の
旅
に
出
た
男
君
と
兄
僧
と
が
偶
然
に
出

会
い
、
そ
れ
を
契
機
に
女
君
も
蘇
生
し
、
幸
福
な
結
末
に
至
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
室
町
物
語
の
展
開
は
、
女
君
の
両
親
の
生
存
が
そ
の
前
提
と
な
っ

’

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
京
に
戻
っ
た
兄
妹
が
苦
難
を
受
け
る
の
は
、
両
親
に

不
孝
を
蒙
っ
・
た
た
め
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
男
君
と
の
再
会
後
に
誤

解
の
解
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
（
⑲
。
③
）
、
め
で
た
い
結
末
が
約

束
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
筋
の
展
開
を
得
る
た
め
に
、
原
作
の
乳
母
か
ら
両

親
へ
と
人
物
設
定
を
変
え
た
室
町
物
語
の
作
意
が
見
て
と
れ
る
。

兄
僧
と
男
君
に
よ
る
旅
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
筋
の
上
に
、
原

「
狭
衣
物
語
」
か
ら
室
町
時
代
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
へ

9
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ワ
ー

作
か
ら
の
趣
向
を
取
り
入
れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
妹
の
為
に
男
君
を
捜
す

兄
僧
は
、
女
君
を
置
い
て
修
業
に
出
る
と
こ
ろ
か
ら
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ

ろ
う
し
ゞ
男
君
の
放
浪
に
は
大
夫
の
報
告
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
⑳
ｌ

⑳
）
。
ま
た
、
男
君
を
失
っ
て
出
家
す
る
大
臣
夫
妻
の
様
（
、
’
＠
）
は
、

原
作
で
の
夫
妻
の
子
を
盲
愛
す
る
性
格
か
ら
の
着
想
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〈
Ⅳ
〉
大
仏
で
の
兄
僧
と
男
君
と
の
出
会
い
（
⑰
）
は
、
粉
河
で
の
両
者

の
出
会
い
か
ら
着
想
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
常
磐
へ
の
訪
れ
（
⑳
）

や
遺
児
と
の
対
面
（
⑫
）
を
そ
れ
に
連
続
さ
せ
、
更
に
女
君
の
蘇
生
（
⑭
⑮
）

と
い
う
逆
転
に
一
気
に
導
く
。

（
Ｖ
）
こ
こ
で
は
前
の
段
の
女
君
の
蘇
生
に
よ
っ
て
大
団
円
と
な
る
。
大

臣
夫
妻
や
帝
に
よ
る
祝
福
（
⑲
）
、
両
親
と
の
和
解
が
な
さ
れ
（
、
）
、
繁
栄

す
る
人
盈
の
姿
が
述
べ
ら
れ
る
（
⑳
）
。
め
で
た
い
こ
と
ば
を
も
っ
て
結
び

と
す
る
の
で
あ
る
（
②
⑨
）
。

以
上
、
筋
に
沿
っ
て
ざ
っ
と
通
っ
て
み
た
。
複
雑
な
構
想
か
ら
成
る
原
作

「
狭
衣
物
語
」
か
ら
一
組
の
男
女
の
恋
愛
に
絞
っ
て
取
材
し
て
い
る
室
町
物

語
「
さ
ご
ろ
も
」
で
は
、
ま
ず
登
場
人
物
を
類
型
化
す
る
と
い
う
手
続
き
が

と
ら
れ
る
。
原
作
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
は
、
そ
の
上
で
筋
に
合
わ
せ
た
形

に
新
た
に
捉
え
直
し
が
な
さ
れ
る
。
更
に
こ
こ
で
は
個
有
名
詞
の
部
分
的
な

変
更
や
、
時
間
的
な
再
構
成
も
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
で
１
１
Ｖ
の
よ
う
な

筋
を
持
つ
室
町
物
語
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
仙
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
御
伽
草
子
集
』
（
昭
和
五
十
五
年
）
三
七
四
頁
。

側
「
大
し
や
う
、
楓
は
、
こ
れ
そ
、
を
と
に
間
し
、
そ
っ
の
中
納
言
の
ひ
め
君
．

あ
す
か
い
の
ひ
め
と
、
間
し
人
な
る
ら
ん
、
い
か
に
し
て
か
此
人
を
み
ん
と
、
思

二
九
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最
後
に
、
場
面
や
詞
章
の
作
製
の
方
法
を
い
く
つ
か
の
具
体
例
を
通
し
て

検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
原
作
と
場
面
が
共
通
す
る
場
合
の
例
と
し
て
、
二
人

１

の
出
会
い
の
場
面
（
⑤
）
を
あ
げ
よ
う
。

〈
室
町
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
〉

（
ａ
）
こ
ろ
は
、
き
さ
ら
き
も
ち
月
、
た
そ
か
れ
と
き
に
や
あ
り
け
ん
、

＠

大
し
や
う
、
内
裏
よ
り
、
か
へ
ら
せ
給
へ
は
、
（
ｂ
）
三
条
の
へ
ん
に
て
、

⑬
Ｉ
、
ｅ
‐

女
ほ
う
の
車
の
、
（
ｃ
）
下
す
た
れ
の
す
き
よ
り
、
僧
の
す
か
た
、
見

え
け
れ
は
、
（
ｄ
）
さ
っ
し
き
、
こ
て
の
り
、
車
を
留
て
、
（
ｅ
）

い
か
に
、
此
君
の
み
ゆ
き
に
、
の
り
あ
ひ
を
ぱ
申
と
て
、
は
ち
か
は
し
く
、

さ
か
し
け
れ
は
、
（
ｆ
）
此
僧
は
、
は
し
り
お
り
て
、
い
つ
く
と
も
な

く
、
う
せ
に
け
り
、
（
９
）
僧
の
と
も
な
り
け
る
、
わ
ら
は
を
と
ら
へ

⑧

ひ
つ
る
に
、
誠
に
、
間
し
よ
り
す
ぐ
れ
て
、
い
つ
く
し
か
り
け
り
（
『
大
成
第
六

三
三
頁
）

⑧
室
町
物
語
の
上
で
は
、
男
君
は
妻
の
あ
る
為
に
女
君
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し
女
君
の
懐
妊
を
知
っ
て
迎
え
を
決
意
し
、
出
発
前
夜
に
そ
れ
と
知
ら

ず
に
翌
夕
の
迎
え
を
約
す
ぞ

と
申
人
に
て
候
か
、
う
つ
ま
さ
と
や
ら
ん
に
、
こ
と
ひ
め
君
の
、
こ
も
ら

せ
給
ひ
候
つ
る
を
、
は
か
り
こ
と
に
て
、
ぬ
す
み
出
し
ま
い
ら
せ
て
、
り

や
う
車
に
て
、
と
を
ら
せ
給
ひ
侯
を
、
の
り
あ
ひ
と
、
御
と
か
め
、
こ
と

は
り
と
そ
申
け
る

て
、
と
ひ
け
れ
は
（
ｈ
）
さ
ん
候
、

、
！可

壼
●

⑤
ｌ
》
た
そ
．
か
れ
と
き
に
や
あ
り
け
ん
、

④

是
は
清
水
に
三
位
の
あ
し
や
り

〈
「
狭
衣
物
語
」
〉

⑤
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
‐
、
Ｉ
‐
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ

（
ａ
）
た
そ
が
れ
時
の
程
に
、
（
ｂ
）
二
条
大
宮
が
程
に
道
ひ
た
る

⑬
Ｉ
女
車
、
牛
の
牽
き
替
へ
な
ど
し
て
、
「
遠
き
程
よ
り
か
」
・
と
見
ゅ
る
に

⑤
ｌ

（
Ｃ
）
側
の
物
見
少
し
あ
き
た
る
よ
り
、
円
頭
の
ふ
と
見
ゅ
る
は
、
此
御

車
を
見
る
な
る
零
へ
し
。
速
う
遣
り
過
し
つ
れ
ば
、
「
あ
や
し
、
僻
目
か
」

〃と
、
お
ぽ
す
に
、
供
な
る
童
の
持
た
る
物
や
し
る
か
ら
ん
、
（
ｄ
）
此

御
供
の
随
身
な
ど
、
見
つ
け
て
、
が
ゃ
ノ
、
と
追
ひ
留
む
る
に
、
え
逃
げ

で
引
き
留
め
ら
れ
ぬ
。
（
ｅ
）
若
き
随
身
、
い
た
く
各
め
か
Ｌ
り
て

、
ｌ
「
下
簾
懸
け
給
へ
る
は
、
僧
綱
に
こ
そ
お
は
す
ら
め
」
「
さ
は
あ
り
と
も
、

し
ば
し
追
ひ
留
め
て
は
、
過
し
給
は
で
、
あ
や
に
く
に
競
ひ
て
ぞ
遣
り
来

る
」
「
誰
ば
か
り
に
か
を
は
す
ら
ん
」
と
、
荒
ら
か
（
に
）
問
ふ
に
、
「
仁

和
寺
の
何
が
し
の
阿
閨
梨
の
車
に
て
、
母
上
の
、
太
秦
に
参
り
て
帰
ら
せ

給
な
り
。
荒
牛
に
て
心
に
ま
か
せ
ず
走
り
侍
る
を
」
と
わ
な
典
き
出
づ
る

を
、
「
い
で
、
さ
は
、
げ
に
尼
か
と
見
ん
」
と
て
、
簾
を
引
き
上
ぐ
る
に
、

（
１
）
法
師
の
、
下
り
走
り
て
、
顔
を
隠
し
て
逃
ぐ
る
を
、
「
こ
の
尼
君

は
な
ど
逃
ぐ
る
ぞ
」
と
、
追
ひ
つ
き
て
走
る
を
、
御
車
を
と
且
め
て
、

「
か
う
な
せ
そ
」
と
、
い
は
せ
給
へ
ぱ
、
（
９
）
法
師
を
ば
逃
し
て
、

鰹
‐
Ｉ

牛
飼
童
を
捕
へ
て
、
「
何
者
ぞ
、
ノ
ー
」
と
問
へ
ば
、
（
ｈ
）
仁
和
寺

に
な
に
が
し
の
威
儀
師
と
申
人
な
り
。
年
頃
懸
想
じ
給
へ
る
人
の
、
太
秦

に
日
頃
籠
り
給
へ
る
に
、
出
で
給
と
て
、
車
借
り
給
へ
れ
ば
、
喜
び
な
が

ら
た
て
ま
つ
り
給
ひ
て
、
女
君
ひ
と
り
を
盗
み
て
を
は
す
る
な
り
。
〈
以
下

略
〉こ
の
場
面
の
よ
う
に
、
筋
の
上
で
原
作
に
比
較
的
近
い
場
合
は
、
基
本
的

寺

三

○
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に
は
原
作
の
縮
少
概
略
化
の
方
向
で
詞
章
が
作
製
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

原
作
と
室
町
物
語
の
（
ａ
）
Ｉ
（
ｈ
）
は
順
序
と
内
容
に
お
い
て
ほ
ぼ
一
致
す

る
。
こ
れ
は
、
室
町
物
語
の
作
者
が
原
作
を
傍
に
置
い
て
詞
章
を
作
製
し
て

行
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
細
か
い
語
句
を
見
て
み
よ
う
。
⑤
の
場
合
は

そ
の
ま
ま
、
、
ｅ
の
場
合
は
少
し
形
を
変
え
て
い
る
。
ま
た
、
⑧
の
よ
う
に
、

原
作
の
該
当
部
分
か
ら
、
や
や
離
れ
て
位
置
す
る
語
句
を
も
取
り
入
れ
て
い

る
跡
も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
単
な
る
縮
少
で
は
な
く
、
（
ｅ
）
（
ｆ
）

の
よ
う
に
、
直
接
筋
の
動
き
と
関
わ
ら
な
い
繁
雑
な
叙
述
内
容
は
省
略
し
て

二
人
の
出
会
い
に
集
約
さ
せ
た
内
容
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
⑭
⑬
②
の
よ
う

に
、
時
間
的
地
理
的
に
、
あ
る
い
は
人
物
名
な
ど
に
も
室
町
物
語
に
は
構
想

の
変
化
と
も
関
わ
る
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

今
度
は
、
筋
と
の
関
係
か
ら
場
面
構
成
が
変
わ
る
場
合
を
見
て
み
よ
う
。

次
に
あ
げ
る
の
は
失
院
前
夜
の
二
人
の
対
面
の
場
面
（
⑪
）
で
あ
る
。

〈
室
町
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
〉

そ
の
夜
、
大
し
や
う
も
、
御
わ
た
り
あ
り
候
か
、
な
と
や
ら
ん
、
｜
こ
奥
ろ

間
同
門
間
一
こ
そ
、
あ
や
し
け
れ
と
、
い
か
な
る
御
こ
と
の
、
わ
た
ら
せ
た
ま

ふ
と
て
、
い
つ
よ
り
も
、
｜
心
さ
は
き
一
こ
そ
、
物
さ
ひ
し
け
の
、
あ
り
さ
ま

な
れ
と
、
さ
し
入
て
見
給
へ
は
、
ひ
め
君
は
、
き
ぬ
引
か
つ
き
、
ふ
し
た

ま
へ
り
い
か
に
ノ
ー
と
、
の
た
ま
へ
は
、
何
と
も
、
の
た
ま
わ
す
、
な

き
た
ま
へ
り
、
大
し
や
う
、
さ
れ
は
こ
そ
、
一
心
さ
わ
き
一
の
あ
り
つ
る
に
、

い
か
な
る
こ
と
の
、
有
や
ら
ん
と
、
心
く
る
し
く
、
何
事
と
、
と
ひ
た
ま

へ
は
、
い
か
な
る
事
の
、
侍
る
へ
き
、
た
ふ
、
世
の
中
の
、
は
か
な
き

事
を
こ
そ
、
お
も
ひ
つ
些
く
る
に
こ
そ
と
、
の
た
ま
ひ
け
れ
は
、
大
し
や

「
狭
衣
物
語
」
か
ら
室
町
時
代
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
へ

L

を
ら
さ
ら
ま
し

と
、
う
ち
詠
め
、
な
く
さ
め
ま
い
ら
せ
、
た
ま
へ
と
も
、
ひ
め
君
は
た
虫

い
ま
は
か
り
と
、
思
ひ
て
、
せ
ん
か
た
な
く
て
、
又
、
き
ぬ
引
か
つ
き
、

ふ
し
た
ま
ふ

〈
「
狭
衣
物
語
」
〉

ＪＡ
野
分
の
立
ち
て
、
風
い
と
荒
ら
か
に
、
窓
打
つ
雨
も
物
恐
ろ
し
き
に
、

ｆ
例
の
、
し
の
び
て
お
は
し
た
り
。
〈
略
〉

引Ｂ
例
の
、
夜
深
く
帰
り
給
て
、
少
し
う
ち
ま
ど
ろ
み
給
へ
る
夢
に
、
「
こ

吃

の
女
君
の
、
か
た
は
ら
に
あ
る
」
と
、
お
ぽ
す
に
、
〈
略
〉
常
よ
り
も
物

心
細
げ
に
も

⑥
か
つ
ら
川
こ
上
ろ
な
か
く
も
思
ひ
み
よ
う
ら
み
は
す
ゑ
も
と

⑤
せ
き
か
へ
す
涙
の
ふ
ち
や

⑳
行
方
な
く
身
こ
そ
な
り
行
け
こ
の
世
を
ぱ
跡
な
き
水
の
そ
こ
を
尋
ね
よ

と う
、
さ
れ
は
と
て
、
何
事
の
侍
る
へ
き
、
い
ま
は
し
や
と
、
な
く
さ
め
ま

い
ら
せ
た
ま
ひ
て

〈
略
〉

た
具
い
ま
は
か
り
と
、
お
ほ
し
め
し
て
、
か
く
と
も
、
い
は
ま
ほ
し
く
は
、

お
ほ
し
め
せ
と
も
、
我
を
い
そ
き
む
か
へ
よ
と
、
い
ふ
や
と
お
ほ
す
ら
ん

も
、
い
と
は
つ
か
し
や
と
て
、
か
く
な
ん

か
け
の
夢

と
、
な
か
め
た
ま
ひ
け
れ
は
、
大
し
や
う
、
い
ま
は
し
の
御
事
や
、
い
か

て
、
か
や
壱
フ
に
は
、
の
た
ま
ふ
と
て

言
ふ
程
に
、
〈
略
〉
ふ
と
驚
か
れ
て
、
何
と
な
く
、
胸
う
ち
騒
ぎ
給
ふ

あ
す
か
川
し
つ
み
て
の
ち
は
お
も

？

三
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翌
日
の
下
向
の
こ
と
を
二
人
と
も
知
ら
沮
原
作
に
対
し
、
前
も
っ
て
母
か

ら
そ
れ
を
告
げ
ら
れ
て
い
る
室
町
物
語
で
は
、
当
然
状
況
も
変
わ
っ
て
来
る
。

ｊ

Ｊ

原
作
が
、
狭
衣
の
野
分
の
中
の
訪
問
Ａ
と
、
帰
宅
後
の
悪
夢
に
よ
る
消
息
Ｂ

Ｅ

Ｅ

と
か
ら
成
る
の
に
比
べ
、
こ
こ
で
は
男
君
の
来
訪
の
場
面
だ
け
と
な
る
。
し

か
し
、
女
君
が
翌
日
の
こ
と
を
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
悲
し
む
と
い

刀

う
そ
の
内
容
に
は
、
原
作
の
Ｂ
の
場
面
に
見
ら
れ
る
、
不
吉
な
予
感
に
不
審

ｆ

を
い
だ
く
男
君
の
姿
を
も
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。

語
句
の
面
か
ら
見
て
み
よ
う
。
ｎ
Ⅱ
Ｕ
の
「
心
脳
ぎ
」
、
ｌ
の
「
あ
や

し
」
、
Ｉ
の
「
い
か
に
」
「
い
か
な
る
…
…
」
、
な
ど
、
原
作
中
の
不
吉
な

雰
囲
気
を
か
も
し
出
す
語
句
を
転
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
室
町
物
語
は
原

作
の
緊
迫
し
た
状
況
を
場
面
の
中
に
再
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
｝
」
こ
で
は
歌

Ｊ

に
も
関
係
が
見
ら
れ
る
。
二
人
の
間
で
交
さ
れ
る
⑤
⑪
は
、
Ｂ
の
消
息
の
中

暉

④
渡
ら
な
む
水
増
り

⑤
飛
鳥
川
あ
す
渡
ら
ん
と
思
ふ
に
も
今
日
の
ひ
る
ま
は
な
を
ぞ
恋
し
き

今
、
語
り
合
す
べ
き
夢
を
さ
へ
、
心
も
と
な
く
」
な
ど
、
細
か
な
れ
ば
、

御
返
に
は
、

を
、
や
些
抑
へ
て
、
「
う
け
給
は
り
ぬ
」
と
、
間
え
さ
せ
給
て
、
「
あ
や

し
う
、
い
か
に
見
え
つ
る
ぞ
。
例
な
ら
ぬ
事
や
あ
ら
ん
」
、
今
ぞ
、
思
し

合
す
る
事
ど
も
あ
り
て
、
「
心
細
げ
な
り
け
る
気
色
、
常
の
事
な
れ
ど
、

い
か
な
る
に
か
」
と
、
一
心
騒
ぎ
一
せ
ら
れ
て
、
た
Ｎ
今
も
、
ゆ
か
し
う
お
ぽ

つ
か
な
き
に
、
「
夜
さ
り
も
、
さ
ら
ば
、
え
行
く
ま
じ
き
に
や
」
と
、
わ

り
な
け
れ
ば
、
御
文
を
ぞ
書
き
給
。
「
常
よ
り
も
。
今
も
、
乱
り
の
心
地

し
て
こ
そ
。
明
日
も
物
忌
な
れ
ば
、
え
物
す
ま
じ
き
に
や
。

卜

な
ぱ
飛
鳥
川
あ
す
は
淵
瀬
に
な
り
も
こ
そ
す
れ

9

注
仙
室
町
物
語
は
『
大
成
第
六
』
の
、
原
作
は
『
岩
波
古
典
大
系
』
の
本
文
を
用
い

た
。

③
こ
れ
は
異
本
の
派
生
と
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
指
摘
に
留
め
、
後

に
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

で
行
わ
れ
て
い
る
⑤
②
を
念
頭
に
置
い
て
作
り
直
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、

⑤
は
悪
夢
の
中
で
詠
ま
れ
て
い
る
②
と
も
関
係
が
指
摘
で
き
る
。
筋
の
上
か

ら
場
面
が
変
わ
る
場
合
に
も
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
原
作
の
お
も
む
き
は

活
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
原
作
と
の
関
わ
り
の
一
方
、
他
の
室
町
物
語
と
の
交
渉
も
見
逃

②

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
先
に
あ
げ
た
⑪
に
続
く
場
面
を
考
え
て
み

よ
う
。
両
親
に
追
わ
れ
る
女
君
は
、
母
に
別
れ
（
⑫
）
、
男
君
の
為
に
文
を

残
す
（
⑬
）
。
ま
た
淀
の
津
で
は
身
を
王
昭
君
楊
貴
妃
に
た
と
え
て
悲
し
む

（
⑭
）
。
こ
れ
ら
は
事
情
に
違
い
こ
そ
あ
れ
、
や
は
り
家
を
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
離
別
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
「
住
吉
」
や
「
し
ぐ

れ
」
そ
の
他
い
く
つ
も
の
室
町
物
語
の
中
で
の
女
君
達
の
と
っ
た
行
動
と
も

重
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
女
君
の
居
場
所
を
知
っ
て
駆
け
つ
け
る
男
君

の
姿
や
、
再
会
後
に
都
へ
戻
り
、
幸
福
な
結
末
を
迎
え
る
ま
で
の
運
び
も
、

そ
れ
ら
の
作
品
群
と
似
通
う
。

「
狭
衣
物
語
」
か
ら
、
室
町
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
へ
の
改
作
者
を
想
像
す

る
と
き
、
原
作
「
狭
衣
物
語
」
と
と
も
に
多
く
の
室
町
物
語
類
に
習
熟
し
た

作
者
が
、
「
狭
衣
物
語
」
を
か
た
わ
ら
に
置
き
、
何
人
も
の
室
町
物
語
の
姫

君
や
、
そ
こ
で
の
表
現
を
思
い
浮
べ
つ
つ
筆
を
進
め
て
い
る
姿
を
思
う
の
で

あ
る
。

謬

4



本
稿
で
は
、
祖
本
に
近
い
も
の
と
想
定
し
た
一
本
を
用
い
て
、
原
作
た
る

「
狭
衣
物
語
」
か
ら
室
町
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
へ
の
改
作
を
追
っ
て
み
た
。

「
狭
衣
物
語
」
か
ら
室
町
時
代
物
語
「
さ
ご
ろ
も
」
へ

お
わ
り
に

■

！

ノ

し
か
し
、
前
に
も
述
ぺ
た
よ
う
に
、
「
さ
ご
ろ
も
」
自
体
は
八
種
類
も
の
異

本
を
抱
え
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
内
容
や
性
格
を
異
に
す
る
作
品
と
し
て
完
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
論
じ
、
「
さ
ご
ろ
も
」

の
全
体
像
を
捉
え
て
み
た
い
と
思
う
。

（
ま
し
ま
・
み
ゃ
こ
本
学
大
学
院
博
士
課
程
在
学
中
）
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